
挨 拶

新しい世紀を目前にして、 私たちの同時代史には、 巨大砿歴史的変動が起こっています。

そうした状況下にあって、 その起源を遡れば安政4 ( 1857）年の蕃所調所に発する歴史と伝統を誇る東京外

国語大学も、 時代の大転換を目撃しつつ真剣芯論議を積み重ね、 大学改革へのステッブを大きく踏み出してきで

います。

とくに本学の外国語学部は、 1995年4月から従来の語学科制に替わって、 より広塚的な7つの課程制をとる

ことにはり、26の専攻語の芯かから各自が志望する主専攻語を基礎にして、 さらに専門性を明確にするための

「言語 情報J「総合文化J「地域・国際」の3つの履修コースを設けました。 教官組織も3大詔座制（言語・情報

部座、 総合文化詞座、 地域・国際論座）へと大きく改組されました。

そして大学院重点化というわが国高等教育の方向を先取りし、 人文・社会系の新制大学としては初の博士号（学

術憎士）を出した大学院（地域文化研究科縛士前期・後期課程）を、 さらにユニーク芯教育・研究の拠点にして

ゆくつもりでおります。

加えて本学には、 卓越した研究拠点（COE）に選定された全国共同利用のアジア－ アフリカ言語文化研究所、

ユニーク忽方法論を開発して国白（文部省）留学生教育を中心に発展してきた留学生日本語教育センター、 少数

精鋭の部局である保健管理センター忽どがありますので、 それらが学部、 大学院と有機的に一体となり、 言語を

核としたForeign Studies （外国学）の総合大学として、 より一居の発展を計りつつあります。今後も 「ポスト

2000年の新しい東外大像Jを求めて、 大学改革の推進に努めてゆくつもりでおります。

本学には現在、約600人の留学生が世界各地から来ており、全学生に占める留学生比率は約14%と日本の国立

大学のなか、で鼠高ですが、 このことは、本学が居芯がらにして異文化交流の場になっていることを示しています。

こうして東京外国語大学は、 国際接触の第一線を担うばかりか、 真に国際的芯リーダーたり得る人材を聾成す

るための個性的かつ創造的な大学に生まれ変わりつつあるといってよいでしょう。

ところで、 本学では1997（平成9）年度から、 懸案のキャンパス移転統合のための建設に芯手し、 順調に工

事が進んで、 いよいよ2000年（平成12年）の秋からは、 新キャンパスで授業を行います。移転先である都下府

中市の旧米軍キャンブ関東村の跡地は、 東京近郊に残された数少芯い広大な国有地スペースとして絶好の立地条

件にあり、 ここに現キャンパスの約3倍の敷地を確保しましたので、 巨木の桜並木もある恵まれた自然環境を大

切にして、21世紀の日本を代表する、 世界にも誇れる聞かれた大学キャンパスを実現したいと思っております。

1999 （平成11)年秋には、 独立100周年（建学126年）の記念行事も終了しましたので、 まさに世紀的芯

転換点に立つ東京外国語大学の新しい発展に向けて、 私たちはさらに一層の力を傾けるつもりでおります。

東京外国語大学長

ペよるお的

挨拶　東京外国語大学概要-2000



略図

概 要

長い歴史と伝統を誇る本学は、「外国の言語とそれを基

底とする文化一般につき、 理論と実際にわたり研究教授

し、 国際的な活動をするために必要芯高い教聾を与え、

言語を通して外国に関する理解を深めることを目的とす

るJ （学則第 1条）「世界の言語・文化、 地域 社会及び国

際関係につき、 学術の理論及ひ‘応用を教授研究し、 その

深奥を究めて文化の進展に寄与することを目的とするJ

（大学院学則第2条）との理念のもとに、様々砿レベルの

国際接触の第一線を担い、 外国研究の第一線に立つ多数

の有能な卒業生を社会に送り出してきている。

現在、 本学は、広域的広7課程において26の専攻語を

教授している外国語学部、 大学院地域文化研究科（博士

前期・後期課程）、 外国人留学生のための留学生日本語教

育センター及び全国共同利用のアジア・ アフリカ言語文

化研究所及び保健管理センターの各部局から構成されて

おり、 外国の言語・文化・社会及び国際関係の教育・研

究を専門とするForeign Studies （外国学）の総合大学

として、 日本の多くの大学のなかできわめてユニークな

高い地位を占めている。
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沿革略史

Ill 6 (1873）年11月4日 東京外国鰭学校（官立）、 第一 大学区東京第四大区ニ小区ーツ婦通町一 番地に開設。 5学科（芙・仏・独・鈴・

j. 

� 

｝昔話）を段置

7 (1874）年12月24日 英路学科が東京笑話学校設置に伴い同校に移行、 よって4学科（ 仏・独・鉛・ 清路）となる

13 (1880）年3月 朝鮮鱈学科位置

17 (1884）年3月26日 東京外函館学校に所属店等商奨学校を設置

18 (1885年） 8月14日 仏・独鰭学科が東京 大学予備門に移行、 よって3学科（録・清・朝鮮語）となる

9月22日 東京外国鰭学校及び同校所属高等商業学校と東京商業学校が東京商業学校として合併

29 (1896）年1月 第九帝国級会において衆蛾院及び賞族院の両院が外国語学校の開設を建鴇

30 (1897）年4月22日 高等商機学校に附属外国語学絞附設

7学科（英・仏・独・2官・西・清・車童謡）を設鐙。修業年限3年

32 (1899）年4月4 日 高等商換学校附属外国信学校が東京外国語学校（神田錦町3丁目14番地）と改称、されるとともに、 文部省直結

44 (1911）年1Fl 

2 (1913）年2月208

2月24日

9月5日

5 (1916）年1月17日

8 (1919）年9月4日

10 (1921）年4月108

12 (1923）年 9月1日

11月1日

13 (1924）年3月3 日

2 (1927）年3月28日

15 (1940）年7月24日

16 (1941）年5月21日

19 (1944）年4月初日

3官立専門学校のーっとして独立

伊語学科を鮫置し、 B学科となる

新たに5学科（穣古語、 温結露、 馬来語、 ヒンドスヲニ一語、 空ミル語）を設置し 13学科となる

後語学科を羽鮮箆学科に改称

神回 大火により校舎全焼

文部省修 文館のほか東京高等商業学校分教場の一部を借用し、J受業開始

本校敷地内に仮校舎を新築

i筒語学科を支那語学科に改称

街路学科を設置し 、 14学科となる

各学科の名称を宮Eに改正 、 各部を 文科、 貿易科、 拓殖科に分t1る

聖書町区元祖i町一番地の新校舎に移転

関東 大震災により附属建物を除き全銭

牛込区市ヶ谷の陸軍士宮学校の一宮Eを借用し綬業開始

麹町区竹平町一番地の元 文部省跡の新築仮校舎に移転

朝鮮信部廃止により 13語部となる。 修業年限4�手に改正

滝野川区西ケ原町の元海軍爆薬部跡に木造校舎を新築

遜E置箆!16を努箆昔日に改称、 話uま語を泰語に改称

東京外事専門学校と改称。修業年限3年に改正

第一部（支那、 蒙吉、 9 イ 、 マライ、 インド、 ビルマ、 フィリピン、 イスパニヤ、 ポルトガルの 9科 ）及び第

二部（ドイツ、 フランス、 ロシヤ、 イタリヤ、 英米の5科）を設置

別科として専修科（修業年限2年）及び速成科（修業年限1；年）を設置

5月31臼 麹町区竹平町一番地から曾肢を除吉滝野川区西ケ原町の新築校舎に移転

20 (1945）年4月13日 戦災により校舎等全焼

5月 戦災により校舎等全焼のため下谷区上野公園東京美術学校 、 図書館総習所、 美術研究所内に移転。 7月から怨

熊開始

21 (1946）年6月1日 板橋区上石神井1丁目216番地の智山中学校校舎の一部借用

7月22日 支那科を中国科に 、 タイ科をシャム科に改正し、 支那穏を中国語に、 9イ穏をシャム穏に改称

8 Fl 1 日 板橋区上石神井1 丁目79番地の東京工業専門学絞の電波兵器技術専修学校跡を俗周して移転し、 9 月からJ聖書草

開始

8月16日 7ライ科をインド ネシヤ手ヰに、 フィリピン寺ヰをフイリッピン科に改称、

24 (1949）年3月23日 北区西ケ原町の校I也に戦災復｜臼木造校舎を新築

5月31日 国立学校設置法の施行により東京外国語大学設置（東京外事専門学校を包括してお置 ）。修築年限4年

6月1日 12学科（英米 、 フランス 、 ドイツ、 ロシヤ、 イヲリヤ、 イスパニヤ、 ポルトガル、 中園、 議古、 インド、 イン

ドネシヤ 、 シャム）を段置

8月30日 元ブラジル駐苦IJ�寿命全4甚 大使j豊田節蔵、 初代学長に就任

26 (1951）年3月31日 東京外事専門学校を廃止

29 (1954）年7月5 日 外国語学部に海外事情研究所を開設

29 (1954）年 9月 留学生別科を段置。 修業年限1：年

30 (1955）年12月16 日 初めての選挙により数段岩崎民平が第二代学長に就任
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31 (1956）年3月31日

34 (1959）年7月18

35 (1960）年3月

35 (1960）年 4月1日

36 (1961)年 4月1日

1 2月16日

39 (1964）年4月18

41 (1966）年 4月1日

43 (1968）年 4月1日

45 (1970）年 4月1日

46 (1971）年3月

4月1日

47 (1972）年3月

50 (1975）年 4月1日

52 (1977)年 4月l日

55 (1980）年4月1日

56 (1981）年12月1日

59 (1984）年4月1日

60 (1985）年4月1日

11月6日

60 (1985）年12月1日

61 (1986）年4月1臼

斗 元（1989）年 9 月1日

3 (1991）年4月1日

4 (1992）年4月1日

4月10日

5 (1993 ）年4月1日

6 月 246

7 (1995）年4月1日

9 月1日

8 (1996）年4月1日

8 月 216

9 (1997）年4月1日

4月 22日

9 月 26日

10月 22日

10 (1998）年10月1日

11 (19 9 9）年 4月1日

11月4日

12 ( 2000）年4月1日
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専攻科の設置 。修業年 限1年

専攻課程「英 語 、 フランス祭、 イヲリヤ語、 ドイツ館、 ロシヤ路、 イスパニヤ語、 ポルトガル語、 中国語、 猿

古語、 ウルドゥ語、 ヒンディ一語、 インドネシヤ語、 シャム詰jの13専攻

外国語学部に語 学研究所を開設

留学生別科を廃止

留学生課程を設置 。 修業年限3年

学科を科に改称。 イスパニヤ 学科 、 ポルトガル 学科、 喜重古学科 、 インド学科 、 シャム 学科をそれぞれスペイン

科、 ポルトガル・ブラジル科 、 モンコル科、 インド・パーキス 9ーン科 、 タイ科に改称。アラビア科設置。

教侵小川芳男が第三代学長に就任

科を語 学科に改称、

う2イ科をインドシナ語学科に改称

アジア・アフリカ言語文化研究所を設置

大 学院外国語 学研究科修士課程を設置

特設日本語 学科を設置

北区西ケ原にF付属日本語学校を設置

府中市住吉町5丁目10番地1号の新校舎に附属日本話学校移転

数綬鎗ヶi工信光が第四代学長に就任

田沢湖高原研修絡設を開設

留学生課程を廃止

数綬坂本是忠が第五代学長に就任

朝鮮語学科を設置

大 学院地減研究研究科修士課程を設置

ベルシア語学科を設置

教授鈴木幸鳶が第六代学長に就任

インドネシア語学科をインドネシア・マレーシア語 学科に改称

特設日本話学科を日本語 学科に改組

国際交流会館開設

E干Z語会において府中市関東村跡地への移転について意志決定

数綬長幸男が第七代学長に就任

附属日本語学校地に 留学生教育教材開発セン空ーを設置

教；豊原卓也が第八代学長に就任

ロシヤ語学科をロシヤ・東欧語 学科に改組

大 学院地減文化研究科博士課程（前期 ・後期）を設置、 外国語学研究科修士課程及び地域研究研究科修士課程

をi也i或文化研究科に統合

インドネシァ・7レーシア語 学科とインドシナ語 学科を東南アジア語 学科に改組

間1属日本話学校と留学生教育教材開発センターを留学生日本音吉教育センヲーに改革E

アラビア語 学科とベルシア話学科を中東語学科に改組

国の機関等移転捻進連絡会援において本 学の移転場所として東京都府中市旧関東村住宅跡地を決定

外国語 学部を7課程（欧米第一 、 欧米第二、 ロシア・東欧 、 東アジア、 東南アジア、 南・酋アジア、 日本）3 

大 講座（言語・情報 、 総合文化 、 i也i或・国際）に改組

教J豊中隠嶺雄が第九代学長に就任

大 学陵地域 文化研究科に「国際 文化講座J (1理士 講座）を設置

外国語 学部に総合文化研究所を開設

文部省の国立 学校施設計画調整会殺において新キャンパス基本E宣言十を了承

アジア・ アフリカ言語文化研究所に情報資源利用研究センヲーを設置

創立百周年（建学124年）記念式典挙行

府中新キャンパス起工式挙行

情報処理センヲーを開設

ISEP TUFS （東京外国語大 学国際教青プログラム）開設

大 学院1也減文化研究科に「国際憶力講座J (j帯士 講座）を設置

独立100周年（遊学126年）記念式典挙行

副学長（ 2人）、 外国語学郡長が設置される

5 



部

l{lf1J:{9. ＂改#J;

英 米 語 学 科 ｜
フランス語学科 ト

イタリア語学科 ト
ドイツ語 学 科 ｜
ロシヤ語 学 科ト
スペイン語学 科iポdトガル ブラジル箆学科卜
中国 語 学 科ト

笠トイ 玄 一一 司 （ 英 語） ーイ 妄一米 石！
フ ラ ン ス 学 言ト一 日 三 部第－ il （フランス語）－→ フ ラ ン ス 科 トー

イタ リ ア 主 主ト→ 第二部第二類 I （イタリア語） ー寸イ タ リ ア科1--

王百－→ 第 三 到 （ドイY語）___J i..:· J ソ 到L-
�ト一冊一四 部｜（ロシヤ語）一→口 シ ヤ 科

イスパニ 高 官ト→ 第五部第 一類 ｜ （ イ川倒

ホルトガル学 笠ト→ 第五部第二類il （ポルトガル語） 一→ ポルトガル・ブラジル科

石ト斗 第六部第二百 （ 中 国 語 ）

事ヰ、
ノイノて

lllf21. 5 • .1i71 

口

学

一J

ヤ

米

イ

、ノ

英

ド

モンコ肩扇l
－インド パー仰ーン醤抑 l

イレドネシア語学科ト
インドシナ語学科 ト
アラビア語学科ト

コ、
./ モ笠ト寸 第六部第二疋｜ （譲古語 ）

主豆壬一一｜第七 部第一 類 ｜ （インド語）

イン ドネさ亘一寸 第七部第二 副 （マうイ語�1:- 12 )

苦 言ト� 第七部第 三笠J （シャム語）

学

イ

学

ド

古

国

、
ノ

中

蒙

タ

01136. I ,j:j71巨
留学生主主j ：�：��：；；託

日目41. 31�11·. 
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イ
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留 学 生 三日!.I :;g;: ; ；� ��� 
:;g�： � ；� ��＇. 斗 す国語 専 攻科生攻

ム

専

ヤユノ

科

i外国語学研究科修士課程 ｜ 町｛41. 4 ,.1Vi 

ゲルマン系言語専攻 （英語学、 ドイツ語学）
ロマンス系言語専攻 （フランス語学、 イタリア語学、 スペイン語学、 ポルトガル語学）
スラブ系 言 語 専 攻 （ロシヤ語学）
アジア第一言語専攻 （中国語学、 モンコル語学）
アジア第二言語専攻 （インド語学）
アジア第三言語専攻 （インドネシア語学、 タイ語学）
日 本 語 学 専 攻 （日本語） 111{50. ,I訓l

究研院学大
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程
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一
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究

E

究
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｜ 留学生教育教材開発センター i 111161. 4 .;'..tlrt 

｜ 附属日本語学校 I 111{45. 4 .::ti�t 



� 長

学 長
盲リ 会弓民ー 長

副学 長（併）
イシ

評 i義 貝

み＋u, 長
副学 長
副学 長
附属図書館長
外国語学部長
アジア・アフリカ言語文化
研究所長
大学院地域文化研究科長
留学生日本語教育センタ一長
保健管理センタ一所長
アジア・アフリカ言語文化研究所
附属情報資源利用研究センター長
外国語学部教綬

イシ
。

大学院地域文化研究科教綬
アジア・アフリカ言語文化
研究所教綬
留学生日本語教育センター教授

外国語学部

外国語学部長（併）

直E
言語・情報講座
総合文化講座
i也i或・国際論座

｜課程系列代表｜
欧米第一課程
欧米第二課程
ロシア・東欧課程
東アジア課程
東南アジア課程
南・西アジア課程
日本課程
人文系列
社会系列
人間・環境系列

大学院地域文化研究科

地域文化研究科長

中嶋 嶺雄

高精作太郎
富盛 伸夫

中嶋 嶺雄
高橋作太郎
宮盛 伸夫
池錦 雪j甫
沓掛 良彦
石井 j専
酋永 良成
姫野 昌子
井上 哲文
町 田 和彦
敦賀陽一郎
m山 郁夫
相馬 保夫
上村 忠男
宮崎 恒二
償問 淳子

沓j卦 良彦

在間 進
三枝 誇勝
立石 1導高

馬場 章3
高橋 正日月
小原 雅俊
蓮見 治雄
字根 祥夫
藤田 進
鮎j霊 孝子
佐藤 公彦
中野 敏男
小j峯 周三

西永 良成
13 

学内施設

視聴覚教育センター長
海外事情研究所長

語学研究所長
総合文化研究所長
情報処理センター長
国際交流会館 長

事務局

事務局長
総務課長
会計課長
施設謀長
研究協力課長
企画広報室長

学務部

学務部長
教務課長
学生課 長
入試課長
留学生謀 長

附属図書館

附属図書館長（｛刑
事務長

保健管理センタ ー

保健管理センタ一所長（併）
留学生日本語教育センター

在問 進
佐稼 公彦
寺崎 英樹
立i山 都夫
芝野 税司
高橋作太郎

大 坂紘一郎
米原 誇男
石井 利通
上田喜一郎
長岡 篤
竹田 和彦

小池紀久夫
浅野 俊一
西垣 ま苦手日
廃瀬 進
鈴木 文子

池端 雪j甫
池谷 末弘

井上 哲文

留学生日本語教育センター長（併） 姫野 昌子
アジア・ アフリカ言語文化研究所

アジア・アフリカ言語文化研究所長（併）石井 鴻

｜附属情報資源利用研究センター｜
情報資源利用研究センター長（併） 町 田 和彦

守五十国語大学運営諮問会議委員 ｜ 
(University Advisers) （五十音順）

阿部 経也（共立女子大学長）
井内慶次郎（日本視聴覚教育協会会長）
石井 米雄（神国外語大学長）
梅樽 忠夫（国立民族学博物館顧問）
江崎玲於奈（芝浦工業大学長）
木 村 孟（大学評価・学位綬与機構長）
グレコリー・ クラーク（多摩大学長）
小林陽太郎（ 宮士ゼロックス株式会社取締役会長）
志 村 尚子（津田塾大学長）
堤 清二（セゾン文化財団理事長）
ドナルド・キーン（コロンビア大学名誉教綬）
本間 長世（成城学園長）



（平成12年5月1日現在）

定

tι 司

員内
訳

タト

区 分

員

学長 教 授助教授講師 ｜助手 議の貨
I 1 I 135 I 1 00 I I 9 I 125 I 

外 国 語 学 部 ｜
大学院（地域文 化 研 究科） （卜
アジア・アフリカ言語文化研究所l 19 I 18 I 6 I 

14 I 1s I 
保 健 管 理 セ ン タ ー

外国人教師 外国人研究員 計

国 言書 声寸見一 音B 25 25 

アジア・アフリカ言語文化研究所 6 6 

創立60周年記念講堂のステンドグラスl時計

14 

37 

16 

5 

4 

2 

－＋ 



｜名誉教授［
長学長校

明治32 年4月 神 田 乃 武 昭和24年5月 弁 手
困
｛掌畏義

節・窃取行
姐】明治33年4月 上 回 毘万事 年 昭和24年8月 漫 蔵

｛授 1i取抱）明治32年11月 高 繍 順次郎 昭和30年12月 岩 崎 民 平
明治4 1年7月 村 上 直次郎 昭和36年12月 小 川 芳 男
大正？i手9月 茨 木 清次郎 昭和44年4月 鐘ケ江｛牢轟信事務取光

姐）大正8年4月 長 屋l頓 耳 昭和46年4月 鐘ケ江 信 光
昭和7i手8月 戸 沢 正 保 昭和50年4月 坂 本 是 忠
昭和13年12月 石 井 忠 純 昭和56年9月 鈴 木｛牢轟幸事指取務

揖）昭和18年9月 大 畑 文 七 昭和56年12月 鈴 木 幸 霧
〈東京外事専門学校〉 昭和60年12月 長 幸 男

平成元年9月 原 卓 也
昭和19年4月 大 畑 文 七 平成7年9月 中 嶋 嶺 雄
昭和20年7月 井 手 議 行

｜名誉教授｜
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ヨ ーロッパ第一専攻
Eu『opean Studies I 

ヨーロッパ第二専攻
European Studies II 

ヨーロッパ第三専攻
European Studies Ill 

ア ジ ア第一専攻
Master's Program 

Asian Studies I 

ア ジ ア第二専攻
Asian Studies II 

大学院地域文化研究科 ア ジ ア第 三 専攻
Graduate School of Area 
and Culture Studies 

Asian Studies Ill 

日 本 専 攻

J 博 士後期課程｜一 地 域 訂 専 攻
。国toral Program Area and Culture S tudies 

一「留学 生 日本語 教 育センター
Division of Japanese Teaching and 
Academic Studies 

留学 生 教 育 部

日本語教育推進企画部
Japanese Language Center for 
International Students 

Division of Planning and Promotion 
of Japanese Language Teaching 

留 学 生 指導 部
Division of Student Alf airs 

Foundations of Language and Culture 

言 語 文 化基礎研 究部門｜

言語 文 化情 報 研 究部門

アジア・アフリカ言語文化研究所
Institute for Study of Languages and 
Cultures of Asia and Africa 

比較言語文化論研究部門 同『』部lll員客入国4J
 Comparative Studies in Language and Culture 

Information Resources Center 

附属図書館上－→ 恋 務 部］
University Library 

側管理センターl
Administration 

Health Care Center 

国際交流会館
International Hall 

一＿＿，情報処理センター
Information Processing Center 

I I  



国立台湾大学における

調印式(1999.12.20)
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カナダ
ブリティシュ・コロンピア大学

アメリカ
コーヰル大学
カルフォルニア大学サンデイ工ゴ校

ブラジル
ジェイス・デ・フ才ラ連邦大学

J:il(維11111•1］学長、 中嶋敬i雄学長

('i•央J.:) （中央布）



l•I際交流のfilぃ

国際教育プログラム ） 
本学では、 1998年10月から短期留学生のための国際教育プログラムOnternational Student Exchange P�o-

疋ram of Tokyo Univcr・sily of f:'oreign Studies [ISEP TUFS］）を開始した。 ｜ 
本プラグラムは日本人学生、 留学生相互の国際交流を推進し、 さまざまな国の大学生どうしの知的交流を深め

国際性豊かな人材を謹成することを目的に、 本学の専門分野および副専攻語（日本語）の学習をすることで、l高

度な知識と国際的視野を習得させるものであり、 留学生に対しては「日本で学1:S\J機会を与え、 日本人学生日対

してはいわば「学内留学Jの機会を与えるものである。 ｜ 

対象学生
(1）東京外国語大学と学生交流に関して協定や合意書等を交わ山る大学に在籍している正規の学生を「と

する。

(2）原則として勉学に支障の芯い英語力を持っていることを条件とする。

（ 日本語の学習経験は条件とはしないが、 渡 目 前の日本語の学習を奨励している。 ）

(3) 本学の学生については総合科目VIIとして開議されている専門科目の受講を認める。 卒業に要する単位とUて

換算されるかどうかは入学年次によって異なる。

留学生受入人数
約20名

プログラムの概要
本プログラムは 日本語 日本理解、 国際理解からぬ共通プログラムと留学生各自の専門分野に応じたヰ門

プログラム（自主研究）とで構成されている。 これ5の具体的な履修計画は、 指導教官の指導・助言の下に、 留

学生個人の研究課題や日本語能力等に応じて柔軟に編成される。

日本人学生の場合には、 告白の専攻および興昧に応じて科目を履修する。

単 位
所定の成績を修めた者には、東京外国語大学の規定に基づき単位が与えられる。

ただし、 認定単位数及び学位に関係する単位に認定されるかどうかは、 派遣大学の判断となる。

荒川［＞（もちつき大会

46 


